落葉のひみつ by 太田 道人
今月の話題 ""-- -- --匹,.,_,,,,_心
山靡文は足早に過ぎていきます。 木勺が赤や西色に色づいたか
fJ. ℃思う醤を訳落恕暉ま）ますe 太は、印竺の間、葉を落
としている0) でしようか
季節の変化ザはっぎ）している温帯や亜票弗では直物に℃って
寒い苓をこすこ℃が、℃ても文切は固題です。 気温が低くはると、
菜で茉蓬令を作る能率が悪-<t ふってきます。 また、葉は蘊物の体
かわ木を果発言せるほたち合をしますが、苓雪か‘つもったlJ把面
ザこあったり芍る‘し 蘊吻は限［かわ水令を吸収できず不足包あぎtょ
うこ℃ザで‘ぎ且<t より芸立 さらに、集乃趙物は、眠っているよ
うに考たちれてい芸す罰実際はたくわえ仁鼈令を少し子）使い認
がわ寒さに、酎えているのです． 冬の間も茉襲を使うわけですか
臼寒さではたらかはい笑包つけている℃よ（寸いに蓬介も使わ旦
くてははり委せん。 つ忠）趙物は、尽の間、仕事もしはいで雹令
℃爪令を使う槃包、みずから切りすててムグをはぶいているのです．
さて、でづガ‘く巻に作ったたへさんの葉を秋（こ捨ててし含う仰よ
ちよっ℃もっにいはいようは気方、します。 しかし、葉を語てるこ
℃こよって蘊物は、もう一つの℃ても文切はことをやり終えるこ℃
にfふるのです。 払にちパ閂もふくめて、すべての動物では物を食
べるL. いうこ℃につぎぎ℃って、体の中でいりふくはったものも仔
、、こす乙いうこ℃已L含q'。 で（は、迄名訳ご区) 動物{!)吏べ :0
こ℃に売たるのは、想がりの吸収で‘す． 想は、エのは力‘の米今r
℃いっしょにいろいろば間を吸収します C それらを依乃中で
使っているうちに、いちはくはったものがたまってきます。 こ
れ包にめてあく℃ころが葉図のです。 つまり、蘊物方喋を落℃
すこ℃｛ざ、動物でいうウンコをするこLにあたるわけです且
それも1年に1回ビは 失礼 P
厨木には、落葉樹℃常緑期℃があります｀ 恣莫樹は、一時期
まった＜莱をつけfよくはる末で、宗緑樹は、業{f) 寿命がl年以上
で葉を芸ったくつけはい時期弁't ふい太のこ℃をいい芸す。 常緑
樹（こもちゃん℃若葉があって、昔通春にタタく行わnています．
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